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一宮西部地区かわまちづくり
協議会

～木曽川と地域をつなぐ水辺づくり～
令和6年３月19日

「かわまちづくり」とは

１

① 市町村

② 市町村及び民間事業者

③ 市町村を構成員に含む法人格のない協議会

・ ソフト施策：必要となる調査・検討、情報提供、利用区域の指定等

・ ハード施策：かわまちづくりと一体となった河川管理施設の整備

～河川空間とまち空間が融合した、良好な空間形成を目指す取組み～

・地域の景観、歴史、文化及び観光基盤などの「資源」や地域の創意に富ん

だ「知恵」を活かし、市町村、民間事業者及び地元住民と河川管理者の

連携のもと、地域の「顔」、そして「誇り」となるような空間形成を目指す。

推進主体

河川管理者が行う支援

1. かわまちづくり支援制度の概要



・ 実施の効果

実施の効果を評価するため、地域活性化に資する評価指標と目標値を設定

フォローアップの手段も検討

・ 市町村、民間事業者及び地域住民の熱意の高さ

検討会議や社会実験を実施

人材の確保など「地域の熱意の高さ」を示す

・ 実現可能性（関係者の役割分担と実施体制の確保等）

かわまちづくりの実施段階の体制を構築

施設の維持管理など関係者の役割分担を明確化

審査項目（実施要領）

1. かわまちづくり支援制度の概要 2

〇登録に当たっては、上記を国に十分説明する必要がある

かわまちづくり計画の登録

・推進主体と河川管理者と共同で「かわまちづくり計画」を作成し、国に登録申請

⇒ 国が審査し、登録

申請のポイント

1. かわまちづくり支援制度の概要 3

・ “まち” と “かわ” のつながりによる賑わいの創出

（まちづくりと一体となった河川整備）

・ 自治体のまちづくり計画における河川利用の位置づけ

（計画で実現しようとしている河川利用がまちづくり計画から読み取れるか）

・ 計画段階からの社会実験（地域の熱意の高さ、実現可能性の担保）

・ 継続的な利活用につながるキーパーソンの発掘、取込み

・ 国の整備は、「治水及び河川利用の安全・安心に係る河川管理施設」に限定

・ 整備後の利活用が担保されているか

・ 整備及び維持管理の役割分担

（整備箇所は自治体が占用し、維持管理を行うことが原則）

・ 排他的営利活動

⇒都市・地域再生等利用区域の指定 等



1. かわまちづくり支援制度の概要 4

かわまちづくりの事例（令和4年度登録案件）
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かわまちづくりの事例（令和4年度登録案件）

1. かわまちづくり支援制度の概要 6

かわまちづくりの事例（過去の登録案件）

1. かわまちづくり支援制度の概要 ７



かわまちづくりの流れ

1. かわまちづくり支援制度の概要 ８

R5～6

かわまちづくり計画の登録に向けて

1. かわまちづくり支援制度の概要 ９

○かわまちづくり計画の登録に向け
て、計画を検討する協議会を設立

〇 計画を進める際には、様々な観点
からの意見やアイデアが必要とな
り、推進主体である｢一宮市｣内部
のつながりが重要であり、庁内に
プロジェクトチームを構築



かわまちづくり計画の登録に向けて

1. かわまちづくり支援制度の概要 １０

１１2. 一宮西部地区かわまちづくりの背景と目的

・ 市の西部に位置する冨田山公園は、かつて、宿泊施設（H28解体）と屋外

プール（R5事業廃止）があり、地域のレクリエーション拠点として、活気がある

公園であった。

・ しかしながら、老朽化による施設の廃止に伴い、公園利用者が減少し、

かつてのにぎわいを取り戻すため、官民連携による冨田山公園の再整備の

取組みについて、令和2年6月に改訂した緑の基本計画に位置づけた。

• また、木曽川沿いの水辺空間を活かした観光エリアを創出し、公園の魅力
向上、利用者増を図り、地域を活性化させることが必要となっている。

背景



１２2. 一宮西部地区かわまちづくりの背景と目的

目的

・ 木曽川沿川に存する冨田山公園を中心に、河川空間を活かした「賑わい

創出」「魅力の向上」「交流人口増加」による地域の活性化を目指し、

民間活力の導入を図る。

・ 一方で、民間活力を促進するため、国の「かわまちづくり支援制度」による

ｻｲｸﾘﾝｸﾞﾛｰﾄﾞ・水辺空間の活用（屋外プールの廃止に伴う『新しい形の水辺

との触れあい』）、環境学習の推進に資する健康づくり拠点を含む、地域の

レクリエーションの拠点としての機能強化を図る。

１３

かわまちづくりの水辺拠点位置

冨田山公園利用者数

2. 一宮西部地区かわまちづくりの背景と目的

(1)社会的背景・状況の変化等（きっかけ）
・令和２年6月 一宮市都市計画マスタープラン策定

緑の基本計画改定
・令和４年３月 設置管理許可により、エリアの一部に

グランピング施設等を開設
・令和５年３月 プール事業を廃止
・令和６年３月 スケートパーク完成予定

かわまちづくり支援制度の活用



１４2.一宮西部地区かわまちづくりの背景と目的

第7次一宮市総合計画（令和5年3月改訂）
≪都市将来像≫ 木曽の清流に映え、 心ふれあう躍動都市 一宮

水と緑を活かしたまちをつくりましょう施策9

【具体的な取組】 水と緑のオープンスペースの整備推進と利活用

・・・公園・緑地整備事業、木曽川河川敷公園整備事業、ミズベリング１３８事業

１５2.一宮西部地区かわまちづくりの背景と目的

一宮市緑の基本計画（令和2年6月改訂）

・ 基本理念を「水と緑で人がつながる

心ふれあうまち 一宮」とし、理念実現

に向け、3つの基本方針を掲げ、施策

方針01には水と緑のネットワーク形成

を掲げている。

・ 冨田山公園の具体的事業例として
は、SUPやカヌーなどの体験イベントの
開催、Park-PFIによる冨田山公園の
再整備を挙げている。また関連事例と
して、国の天然記念物であるイタセン
パラの保護、サイクリングロードの整備
活用の継続を挙げている。

• 緑の将来像において、冨田山公園は、中
核となる緑の拠点（都市公園等）に位置
づけている。また、木曽川を軸とした広域
交流軸（木曽川沿川のサイクリングロード）
上に位置づけている。



１６

一宮市緑の基本計画（令和2年6月改訂）

緑の将来像
凡 例

2.一宮西部地区かわまちづくりの背景と目的

１７2.一宮西部地区かわまちづくりの背景と目的

一宮市緑の基本計画（令和2年6月改訂） 【抜粋】



１８2.一宮西部地区かわまちづくりの背景と目的

一宮市緑の基本計画（令和2年6月改訂） 【抜粋】

１９2.一宮西部地区かわまちづくりの背景と目的

一宮市緑の基本計画（令和2年6月改訂） 【抜粋】



２０2.一宮西部地区かわまちづくりの背景と目的

一宮市緑の基本計画（令和2年6月改訂） 【抜粋】

２１2.一宮西部地区かわまちづくりの背景と目的

H30年度当時の冨田山公園再整備構想（案）

・ H30年度に冨田山公園再整備構想（案）を作成し、それを踏まえ賑わいサイトに

グランピング施設を開設。現在、都市型スポーツサイトにスケートパークを整備

・ その後、プール事業廃止や西中野渡船場の継承等も踏まえ、再整備構想を

見直し中



一宮市西部の川に関する資源

３. 木曽川沿川の利活用の現状 ２２

出典：国土地理院地図に加筆

２３３. 木曽川沿川の利活用の現状
市におけるミズベリング138の取組
■第１回ミズベリング138 平成29年2月4日 ■第２回ミズベリング138 平成30年2月3日

出典：富田山公園再整備手法検討業務（H30.一宮市）



市西部でのミズベリングほか市民活動

３. 木曽川沿川の利活用の現状 ２４

出典：国土地理院地図に加筆

一宮市都市計画マスタ―プラン R2.6（改定）

４. かわまちづくりの関連計画（緑の基本計画以外） ２５

〇木曽川、公園・緑地、社寺林
などを結ぶ良好な自然環境を
有するネットワークの形成を
目標に掲げている 。

〇木曽川沿川の西部地区は、
レクリエーション、歴史拠点
として整備する方針である。



一宮市都市計画マスタ―プラン R2.6（改定）

４. かわまちづくりの関連計画（緑の基本計画以外） ２６

将来都市構造図

凡 例

一宮市景観計画 R3.4（策定）

４. かわまちづくりの関連計画（緑の基本計画以外） ２７

【景観重点候補地区】

【冨田山公園】

〇市のランドマーク「生活景観

（公園・緑地・広場）」に区分

〇景観特性を踏まえ「河川景観軸」

及び「田園景観ゾーン」に区分

〇景観重点候補地区（木曽川沿川

地区）の一つに位置づけ



一宮市自転車活用推進計画 R1.12（策定）

４. かわまちづくりの関連計画（緑の基本計画以外） ２８

〇木曽川沿川サイクリングロードとし

て、その拠点である 『138タワー

パーク』や『冨田山公園』までの

路線をレジャー、観光の観点から

選定し、整備予定である。

〇『冨田山公園』は『138タワーパー

ク』とともに自転車専用通行帯の

終着点に選定されている。

一宮市自転車活用推進計画 R1.12（策定）

４. かわまちづくりの関連計画（緑の基本計画以外） ２９

■木曽川沿川サイクリング

ロードの整備状況



「木曽ポタロード」の取組

４. かわまちづくりの関連計画（緑の基本計画以外） ３０

〇木曽川沿川では、木曽三川の広大な空間を活かし、健康作りを支援するレク

リエーション施設等として、国を含めて木曽川沿川関係機関が連携して、自転

車道、遊歩道の整備を進めている。

〇ウエブサイトで、おすすめのルートコースやサイクリング、ウォーキング等に関

するイベント情報を発信している。

【ネーミング】

【キャッチコピー】

木曽川沿川の利活用方針（案） ゾーニング計画

３１５. 木曽川沿川の利活用方針（案）

• 上位計画を踏まえ、木曽川沿川の利活用方針に関してゾーンと拠点を設定

出典：国土地理院地図に加筆



各ゾーンの利活用方針（案）

３２５. 木曽川沿川の利活用方針（案）

・ 木曽川は、ひとを集め盛り上げる魅力がある。

市の北部地区中心に整備が行われ、人々を集めている。

・ 木曽川を、ゾーンごとに方針を設定し、利用を一層推進する。

・ 市の西部地区においては、特に、整備と利活用を促進し、賑わいの創出、

魅力の向上、交流人口の増加による地域の活性化を目指す。

各ゾーンの利活用方針（案）

３３５. 木曽川沿川の利活用方針（案）

ゾーン名 現状と課題 今後の利用方針

138タワーパークゾーン
（一宮北部かわまちづく
り地区）

国の公園と一体としてかわまち
整備が過去行われた。現在、一
宮市で最も観光客を集め、市の
交流の拠点となっている。

国と連携しながら一宮市交流
の拠点として今後も活用する。

木曽川リフレッシュゾーン 公園の整備が進んでいる。水
面利用も自由である。一方自転
車道の整備が途中であり、利用
の妨げになっている。

サイクリングや散策できる施設
整備を進め川辺の景観を誰も
が楽しめるようにする。
水面の利活用を促進する。
木曽川堤駅周辺は対岸の
笠松みなと公園等とも連携し、
周遊する魅力を高める。



各ゾーンの利活用方針（案）

３４５. 木曽川沿川の利活用方針（案）

ゾーン名 現状と課題 今後の利用方針

美濃路ゾーン 貴重な歴史である美濃路の
舟運の跡地があるが、舟運そのも
のはなく、歴史が十分には活用さ
れてない。

美濃路、船着場などの歴史
探訪の利活用を促進する。

かわまち交流ゾーン 宿泊施設やプールなどの公園
施設が廃止、利用者も年々減
少している。
下流にある木曽川最後の中野
の渡しも廃止予定で、自転車道
も未整備である。
一方、拠点となる冨田山公園
は、ミズベリング等市民活動も多
く行われており、活用増の可能性
がある。

歴史と自然を生かした新たな
かわづくりまちづくりの拠点として
整備する。

①かわまちづくりの対象範囲 ：【上流】新木曽川橋～【下流】稲沢市境まで

３５６. かわまちづくりの対象範囲

出典：国土地理院地図に加筆



②かわまちづくりの水辺の拠点（ハード整備）：冨田山公園周辺

３６

・冨田山公園再整備のゾー

ニング案を踏まえ、冨田山

公園周辺を水辺の拠点と

してハード整備の対象地と

する。

・イタセンパラの生息地を

環境学習の場として活用

することが可能であれば、

下流の範囲も対象エリアと

する。

６. かわまちづくりの対象範囲

冨田山公園ゾー二ング（変更案）

②かわまちづくりの水辺の拠点（ハード整備）：冨田山公園周辺

３７６. かわまちづくりの対象範囲

【対象エリア】

・イタセンパラの生息地を

環境学習の場として活用

することが可能であれば、

下流の範囲も対象エリアと

する。



かわまちづくりのコンセプト（案）

３８７. かわまちづくりの利活用イメージ

・ 一宮市は、木曽川とともに発展してきた地域であり、愛知県内の木曽川沿川

自治体の中では、最も長い18ｋｍ接し、木曽川がもたらしてくれる多くの恵みを享受

してきた。

・ 冨田山公園は、木曽川沿川の市内で最も下流に位置しており、「冨田山から

見た木曽川」 は、木曽三川36景の1つに選ばれている。

・ また、水や緑に親しめるスポットであり、河川へのアクセスが比較的容易であることが

最大の魅力である。

かわまちづくりのコンセプト（案）

３９７. かわまちづくりの利活用イメージ

・ 木曽川の河川敷では、サイクリ

ングロードや遊歩道の整備を引

続き推進する。

・ 新たに「西中野渡船場の継承

と船の利活用」やカヌー・SUP

など水上スポーツが可能な護岸

整備を行う。

・ 更には環境学習の場としての

整備など貴重な水辺を有効活

用することが望まれる。

・ 地域の防災力向上の視点から

災害時にはサイクリングロードを

緊急輸送路として利用すること

も視野に入れる。



かわまちづくりの利活用イメージ（検討中）

４０７. かわまちづくりの利活用イメージ

■船の利活用

春「お花見、雄大な自然を楽しむ」

夏「花火大会時の活用」

秋｢小学校等の総合的な学習の時間での活用｣

冬「冬の景色や野鳥観察を楽しむ」

通年「舟運の歴史探訪」

• 整備対象地区は、明治からの水天宮の川祭り
が発祥とされており、伝統ある祭りの歴史を継承

するため、「一宮市びさい夏まつり」が開催されて

いる。

盆踊りや手筒花火など夏まつりらしいイベントで

会場を彩り、屋形船からの観覧も想定される。

• 船からの景色として、桜・紅葉の植樹
などが挙げられる。

愛西市の観光船

一宮市びさい夏まつり
出典：一宮市観光協会HP

出典：一宮市提供写真

かわまちづくりの利活用イメージ

４１７. かわまちづくりの利活用イメージ

■民間事業者が行う体験イベント等

1.カヌー・カヤック

2.SUP（スタンドアップパドルボート）

カヌー・カヤック体験

マリンアクティビティSUP体験 出典：富田山公園再整備手法検討業務（H30.一宮市）



かわまちづくりの利活用イメージ（検討中）

４２７. かわまちづくりの利活用イメージ

■デイキャンプ場・焚き火広場

・ コロナ禍以降、特に密を避け、自然の中に癒しを求める傾向が高く、キャンプや釣りなどのアウトドアを

行う人々が増えている。冨田山公園でも、2022年3月に「ウッドデザインパーク～紡～」（グランピング

施設）がオープンし、手ぶらで楽しめるBBQ施設にカフェが併設され賑わいを見せている。

・ 更に気軽にキャンプを楽しみたいという需要に応えて、デイキャンプ場（自らテントの設営を行い、BBQ

の準備から片付けまでを楽しむキャンプ場）の開設が挙げられる。

・ また、ディキャンプの他、イベント等におけるキッチンカー等の飲食店の出店や自転車のレンタルによる賑

わいの創出も考えられる。

▲デイキャンプ場 ▲キャンプで棒パン ▲キャンプで
アユの塩焼き

▲ダッチオーブン
でパン

かわまちづくりの利活用イメージ（検討中）

４３７. かわまちづくりの利活用イメージ

■環境学習の場としての整備

・ 冨田山公園周辺のワンドでもイタセンパラが生息している可能性が高いため、保全と保護、

水生生物教室などの環境学習の場としての活用が望ましい。

・ 今後、ビオトープとして観察可能な歩道や柵の整備が考えられる。

また、ワンドの保全・清掃活動を積極的に行うとともに、子どもたちに対して生き物などについて

の環境学習を実施できれば、今後の、イタセンパラの保護活動としても有効的である。

（密漁などの乱獲の懸念に配慮が必要）

カブトガニ（絶滅危惧1類）が生息する今津干潟（福岡市）での環境学習の例

【同様の事例】



４４７. かわまちづくりの利活用イメージ

防災としての役割

〇冨田山公園は広域避難場所に指定されている。

〇緊急輸送路の指定は、各拠点施設等との十分な連

携を考慮し、災害活動の円滑化を図ることとしている。

緊急輸送道路・くしの歯ルート・主要橋りょう図

〇河川周辺は緊急河川敷道路として、救援物資や資機

材等を運搬する役割があり、木曽川沿川でも

同じ役割を期待したい。

冨田山公園の全体コンセプト（案）

４５７. かわまちづくりの利活用イメージ

南の拠点
（アスレチック拠点）

西中野渡船場

ワンド
（イタセンパラ）

■かわまち関連
木曽川と共に暮らしてきた水辺文化を継承
新たに賑わいを生み出すかわまちづくり

■冨田山公園全体のコンセプト（案）
・スポーツ・アウトドアによる健康増進と木曽川の
雄大な眺めにより、心身ともに リフレッシュできる
公園
※生涯スポーツの観点から堤防、河川敷、公園
内をｳｫｰｷﾝｸﾞ ⇒健康増進へ

■冨田山公園全体の位置づけ
・南西部の中核となる緑の拠点
・広大な水面に触れあえる市内唯一の拠点

■公園関連（将来像、再整備コンセプト）
豊かな自然環境の中で多様な活動の場を
はぐくむ木曽川と地域をつなぐ公園

木曽川に広がるのびやか遊びの広場
～ゆるやかにつながる開放的な広場で
のびやかに安心して遊べるエリア～

北の拠点
（水面と親しむレクリエーション拠点）
みなも

※平常時は、船を西中野渡船場に停泊
（レガシーとして現況の場所に船着場機能
を残す） ※１ 冨田山公園の南側入口としての顔

※２ 北の拠点を紹介→誘客へ

スポーツ回遊動線

(仮称）新濃尾大橋建設中

• 冨田山公園全体のコンセプトと各拠点
の役割りに関する考え方を示す。

※北の拠点と連携
して船を利活用

川表へのアクセス向上



一宮市のまちづくりの課題とかわまち
づくりのコンセプト素案 ～庁内WS～

７. かわまちづくりの利活用イメージ ４６

〇23/12/1 かわまちづくりのコンセプト立案のため、

関係部局が集まり、庁内WSを開催

〇地域交流活性化のための木曽川沿川の活用につい

てWS形式で意見を出し合った。

〇「河川敷利用の意欲にこたえられていない」、「若者

があつまる場がない」といった課題の一方、美しい

木曽川の景観を生かしたアイデアがだされ、実現に

向けた方策を話し合った。

市のまちづくりの課題とかわまちづくりのコンセプト素案 ～庁内WS～

７. かわまちづくりの利活用イメージ ４７



水辺拠点 冨田山公園周辺のWSアイディアに事務局アイディアを追記

７. かわまちづくりの利活用イメージ ４８

裏腹付盛土

イタセンパラの環境学習

防災対応施設の設置検討

災害時の緊急輸送路としての利活用

出典：一宮市提供資料に加筆

冨田山公園再整備事業
ロゴマーク案
※ 庁内WSで意見が多かった
冨田山公園のポテンシャルを
事務局で図化したもの。
今後の協議会資料やウェブサ
イトに掲載し、市民に広く
関心を持ってもらうねらい。

大徳小学校等の指定避難場所への物資輸送
（坂路拡幅）

４９８. 今後の予定
＜R7かわまち登録＞＜R9年度整備開始＞

年 月 協議会等 内 容

24年５月～6月 第2回かわまちづくり協議会 かわまちづくり【基本方針（素案
）】の利活用、整備計画について
の意見交換

24年７月～８月 第3回かわまちづくり協議会 かわまちづくり基本方針（素案）
についての意見交換

24年7月～
25年３月

社会実験及びその評価・検証

24年10月 第4回かわまちづくり協議会（予定） 社会実験中間の報告

かわまちづくり計画（素案）につ
いての意見交換

24年12月 第5回かわまちづくり協議会（予定） かわまちづくり計画（案）につい
ての意見交換

25年３月 第６回かわまちづくり協議会（予定） 社会実験結果報告
総括

25年６月 かわまちづくり申請・登録

※木曽川沿川市町と共同したかわまちづくりについては、今後、協議し一体的に進めていく予定


